
 発明の名称  DLC層を有する構造体及びDLC層の生成方法 

 出願人/権利人  株式会社長町サイエンスラボ  発明者  長町 信治、中尾 基 

 出願日  平成26年4月25日  出願番号  2015-513855 

 公開番号  WO2014/175432  特許番号  6360043 

 法的状態   登録中 

発明の概要 

2018年7月分 No.1 

特徴 

 関連分野  金属半製品、電子部品・素子、ケミカル、電気機械、医療・保健衛生 

業務用機械 基材に対して高い接着性を示すＤＬＣ層を有する構造体 

代表図 

１ 液 ２ 機能性付与微粒子 ３ 層 ４ 基材 ５ 機能性ＤＬＣ層 
６ ミキシング層 ７ イオンビーム 

 ＤＬＣ（ダイヤモンド－ライクカーボン）層を有する
構造体及びＤＬＣ層の生成方法 

 本発明では、基材表面に形成された炭素を主
成分とする高分子材料からなる層に対してイオン
ビームを照射し、高分子材料に含まれる炭素に結
合する他の元素を離脱させ、炭素を主成分とする
高分子材料からなる層の少なくとも表層部をＤＬＣ
層に変質させることにより得られる。本発明により、
テフロンに対して、ＤＬＣ層の形成、２次元的なＤＬ
Ｃ層のパターニング、及び、テフロン表面のエッチ
ングによる３次元的なパターニングを実施するこ
とができ、テフロンの加工技術として非常に有用
である。これにより、テフロンの応用範囲が拡がり、
例えば、細胞培養基材としての利用が可能になる。 
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発明の概要 

2018年7月分 No.2 

特徴 

 関連分野  業務用機械、陸上輸送機械、専門技術サービス 

電気機械 軽量で正確な制御が可能な運動アシストロボット 

代表図 

１ 外骨格型ロボット 

１０ 内部制御装置 
１２ 外骨格部 

２０ 外部制御蔵置 
１２１ ベース 
１２２ 下半身 
１２３ 能動関節 

 ユーザの行う運動を支援するパワーアシスト
ロボット 

 本発明は、空電ハイブリッド式アクチュエータを
備える外骨格ロボットを軽量化しつつ、正確な制
御性を達成することが可能な外骨格ロボットであ
る。空電ハイブリッド式アクチュエータは、２つの異
なるエネルギー源で駆動される駆動機構を利用し、
弾性を有する柔軟な制御が可能である。１つの駆
動機構は、空圧式アクチュエータであって、軽量
化に向いている。制御部は、駆動力の大きさを検
出するための第２のセンサの検出結果に応じて、
エアマッスルの第１の駆動力および電動モータか
らの第２の駆動力とを制御可能なため、人間の運
動支援を正確に制御できる。 
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発明の概要 

2018年7月分 No.3 

特徴 

 関連分野  農林水産、電気機械、建設・土木、医療・保健衛生 

業務用機械 効率よく空気中から淡水を回収するための装置 

代表図 
１  淡水製造装置 
１０ 筐体 
１１ 内部空間 
１２ 開口部 
１３ 開口部 
１４ 開閉扉 
２０ 水分凝縮体 
２１ 容器 
３０ コンベア 
３１ 無端軌道 
３２ 架台 
３３ 非載置領域 
４０ 吸湿域 
４１ 遮蔽物 
４２ 遮光域 
５０ 水分回収機構 
５１ 補給バルーン 
５２ 回収バルーン 
５３ 開閉バルブ 
５４ 給気路 
５５ 開閉バルブ 
５６ 排気ポンプ 
５７ 排気路 

 水分凝縮体の吸湿能力を最大限に活用し、効
率良く空気中から淡水を回収するための装置 

 本発明の淡水製造装置は、ほぼ密閉された空間
を形成する筐体に水分凝縮体を出し入れするため
の開口部が設けられている。このため、水分を排
出する空間と、水分を吸着させる空間を分離して、
水分凝縮体と空気を接触させる吸湿時間を水分を
排出させる排湿時間よりも長くすることができる。
この結果、水分凝縮体への水分吸着量が増加し、
昼間の淡水の排出量（回収量）が増加する。また、
水分を回収するための冷却時には、水分凝縮体
を筐体外に取り出せるので、水分凝縮体への再吸
着が防止される。これにより、排出された水分はほ
ぼもれなく回収され、得られる淡水量が増加する。 
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発明の概要 

2018年7月分 No.4 

特徴 

 関連分野  ケミカル、業務用機械 

廃棄物処理 高効率で強化プラスチックから強化材を回収する方法 

代表図 

２０１ 試料容器 
２０２ 攪拌機 
２０３ 軸体 
２０４ 攪拌羽根 

 加熱した酸化チタン顆粒体を使用して炭素繊維
強化プラスチックから炭素繊維を回収する方法 

 本発明は、従来の回収方法と比較して、以下の
顕著な効果を有する。 （１）回収効率が高い（２）短
時間で回収が可能 （３）長繊維又は繊布の状態で

回収ができる（４）回収に伴う排ガス発生が少ない
（５）回収した強化材の純度が高い （６）回収した
強化材の表面に傷がない又は傷が少ない。 

 本発明の回収方法では、最適な加熱条件下で
酸化チタン顆粒体を使用することにより、高効率で
強化材の回収を行うことができる。さらには、酸化
チタン顆粒体は、強化プラスチックに含まれるプラ
スチック以外の成分（特に、プラスチックに混在す
る金属・無機等）と容易に分離可能である。 
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発明の概要 

2018年7月分 No.5 

特徴 

 関連分野  農林水産、業務用機械、電気機械、廃棄物処理、建設・土木 

エネルギー 簡便なバイオマス洗浄方法と固形燃料の安価な製造方法 

代表図 

 特別な設備も必要としない簡便で安価なバイ
オマスの洗浄方法、固形燃料の製造方法 

 本発明は、生のバイオマスを酸性溶液に浸漬し、
バイオマスに含まれるアルカリ金属を除去する浸
漬工程を含むバイオマスの洗浄方法である。プー
ルを設け、そこに硫酸溶液を張り込み、その中に
バイオマスを浸漬するだけでよいので、パームヤ
シのＥＦＢなどのように排出量が多いバイオマス
の洗浄に好適である。この洗浄方法によりアルカ
リ金属が除去されたバイオマスの半炭化物又は
炭化物は、カリウム、ナトリウム、塩素などが十分
に除去されているので燃料として好適に使用する
ことができる。これを半炭化又は炭化し、固形燃
料を得ることが可能である。 



 発明の名称  繊維強化複合材料 

 出願人/権利人  株式会社吉川国工業所  発明者  吉川 利幸 

 出願日  平成29年9月22日  出願番号  2017-182582 

 公開番号  -  特許番号  6360954 

 法的状態   登録中 

発明の概要 

2018年7月分 No.6 

特徴 

 関連分野  業務用機械、電気機械、建設・土木、医療・保健衛生 

ケミカル 高強度性、軽量性を発揮するための繊維強化複合材料 

代表図 

繊維強化複合材料の偏向顕微鏡写真 

 樹脂及びセルロースナノファイバーの分散性が
向上した繊維強化複合材料 

 従来の樹脂とセルロースナノファイバーとを含む
繊維強化複合材料は高強度性、軽量性などの
様々な機能性を有している。しかし繊維強化複合
材料を調製すると、樹脂とセルロースナノファイ
バーとが上手く分散せず、不均一な複合材料が得
られる場合がある。本発明は、樹脂及びセルロー
スナノファイバーに加えて、酸化防止剤及び光安定
化剤を含有させることによって、樹脂及びセルロー
スナノファイバーの分散性が向上する。繊維強化
複合材料はポリオレフィンと、セルロースナノファイ
バーと、酸化防止剤と、光安定化剤とを含み、セル
ロースナノファイバーを５質量％以上を含んでいる。 
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特徴 

 関連分野  建設・土木、医療・保健衛生 

ケミカル ハイバリア性を有する透明ハイバリアフイルム 

代表図 

図面なし  医薬品の包装材にも使用可能な柔軟性とハイ
バリア性を兼ね備えたハイバリアフイルム 

 本発明の透明ハイバリアフイルムは、積層されて
いるバリア層が、いずれもＳｉＯＣからなり炭素の含
有割合が異なる多層構造であるため、透明性が高
くハイバリア性を発揮することができる。ハイバリア
性が必要とされる医薬品の包装材やフレキシブル
封止材であっても問題なく使用することができる。
また、全光線透過率が８０％以上であれば、内容
物を確認することができる。また、ピンホール等の
欠点が仮に発生していた場合であっても、バリア
層を多層構造とすることによって、欠点を被覆して
補修することができ、バリア性を劣化させることなく
確実にハイバリア性を発揮することができる。 


